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研究発表
(1)学会誌等の論文
高山知明（単著)，「勧音に見る非対称性｣，『音声研究」（日本音声学会)，第9巻第1号，
2005年4月
高山知明（単著)，「文献資料から音変化の動因を探る｣，『日本学研究」（韓国，檀國大学
校日本研究所)，16輯，2005年4月
(2)口頭発表
高山知明，「日本語の接近音j,wに見る非対称性一勧音とその周辺一｣，関西音韻論研究
会(PAIK),2005年2月19日神戸大学文学部
高山知明，「文献資料から音変化の動因を探る｣，第18回國際學術研究發表會，2004年10
月9日檀國大学校西館905号（韓国，ソウル）
(原稿提出済で公表予定のもの）
(3)出版物
TomoakiTAKAYAMA(単著),'ASurveyofRendakuinLoanwordS',J'bicj"g加勿ﾌα"ese(現
在刊行準備中）
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はじめに
本報告書は，当該科学研究費補助金の交付を受けて行なった研究の成果について，雑誌
論文その他を通じて公表したもの,あるいは，今後，公表予定のもので原稿提出済のもの
を中心に掲載している。なお，各論文は発表時の体裁によらず，本報告書作成にともなっ
て書式をあらたに設定し直した。実際の論文は，校正の段階で朱筆で直に訂正した箇所が
あり，本報告書作成と初稿校正とが時期的に前後し，統一の機会が得られなかったため，
ここに掲げたものと多少の字句にズレが生じているかもしれない。ただし，内容と関わら
ない範囲での差異にとどまっている。また，今回の交付に先立って発表したもので，本研
究に深く関わる論文もあわせて掲載する（複写による)。
また，口頭発表に関して，発表時のハンドアウトなど関連資料をも併せて掲載した。内
容的には，論文と重複している点も少なくないが，論文には反映しなかった点も含まれて
いるので，今後の研究の基礎材料とするために，手を加えることなく掲載した。口頭発表
資料については，その性格上，原資料のままの体裁で掲載した（複写による)。
本研究を通して得られた知見は，できるだけ様々なかたちに発展させ，その成果が生か
せるように心がけている。ここに掲げた論文等もそのような点に配慮して執筆している。
今回の交付が，いろいろなかたちで研究の発展の契機となったことを，この場を借りて記
しておきたい。ここに掲げた論文からもそのことがうかがえるとすれば幸いである。
今回の課題で得た成果は,今後もさらに洗練・発展させていく必要がある。当該筆者は，
研究の成果を，できるかぎり広く世に問えるよう，論文など，それなりに入手しやすい媒
体を通じて公表することを信条としている。今後も，本研究で得た知見をさらに洗練して
公表に努めたい。
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